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平成27年12月期：経済動向、原油価格 
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 景気は回復基調 

 原油価格（WTI）は平成27年末には30ドル台にまで下落 

 エネルギー資源の持続的な供給のため、浮体海洋石油・ガス生産設備事業は 

中長期的に安定的な成長が期待される 

世界 実質GDP（前年比、%）および見通し 
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Source: EIA website 

原油価格（WTI）の推移 
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Source: IMF website（ 2015年10月時点） 



平成27年12月期：連結業績 
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 マースク・オイルUK社から、英領北海カリーン鉱区向けFSOの建造工事を受注 

 受注高は1,887億円（前年比52.3%減）、売上高は2,955億円（前年比21.9%減） 
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新造FSOプロジェクトを受注、
北海の石油・ガス生産市場に
初参入 

 客先: マースク・オイルUK社 

 契約形態: 建造工事 

 鉱区: Culzeanフィールド 

（英国） 

 水深: 90m 

 引渡し: 2018年上半期 

 原油受入能力: 25,000 bopd 

 貯油能力: 350,000 bbls 

 係留方式: Internal Turret 

Maersk Culzean FSO 



平成27年12月期：連結業績 
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 営業利益は50億円（前年比40.8%減）、経常利益は128億円（前年比30.1%減）、 

当期純利益は58億円（前年比7.4%増） 

営業利益 当期純利益 経常利益 
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事業環境：エネルギー需給 
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 石油・天然ガスを中心とするエネルギー需要は今後も増加 

 原油可採埋蔵年数は40年前後を維持、海洋油田の重要性は今後ますます高まる 

エネルギー需要 原油可採埋蔵量 
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Source: International Petroleum Encyclopedia (PennWell), Statistical Review of World Energy (BP) 
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Source: World Energy Outlook 2012 & 2015 (IEA) 
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事業環境：市場動向の影響について 
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 市況の低迷が長引くと、石油開発会社の投資動向の影響を受ける可能性あり 

石油・ガス アップストリーム部門への投資 石油開発事業 
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Source: World Energy Outlook 2015 (IEA) 
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中期経営計画2017（2015-2017年） 
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安定操業を実現する 

生産設備の設計・建造 

及び機能の維持 

アセット・インテグリティ 

の強化 

新規事業分野、 

新技術への対応 

研究開発の推進 

価格競争力のある 

設計・建造・サービス 

の提供 

競争力の強化  


